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A Consideration of the Learning Content for Nursing Students in Continuing Nursing Care Practicum
Purpose: To clarify the learning content by analyzing reports submitted by students in continuing nursing 
care practicum.
Method: Using the records submitted by 54 students who agreed on the research purpose in consideration 
of ethical issues, a qualitative and inductive analysis was made on descriptive data to organize learning 
settings and content.
Results: Students have learned through medical treatment and continuous treatment of patients, 
conferences, and by viewing records. Students have also learned that patients desire specialized medical 
care, have been adjusting themselves to their environment, and feel burdened or uneasy about receiving 
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medical services. In addition, through specific nursing practices, students have learned the significance and 
methods of collaboration required for continuing nursing care, and the role, uniqueness, abilities required, 
and specific ethical behaviors of outpatient nurses in interprofessional collaboration setting.
Consideration: Students understand the patient characteristics in various settings and have learned the 
role and uniqueness of an outpatient nurse from the perspective of interprofessional collaboration. Thus, 
the objectives of practicum have been mostly achieved, and the effectiveness in continuing nursing care 
practicum in the integrated field has been confirmed. Exploring more practicum methods will be the next 
issue to be addressed.
キーワード：外来看護師、継続看護実習、看護学生、実習レポート、統合分野











































































































































































































































































































































































































































































カテゴリ サブカテゴリー   
① 医療者に共
通した倫理
的行動
患者・家族の意思を尊重して支援する
患者が最善の選択ができるように自
己決定を支援する
患者の個人情報やプライバシーを守る
守秘義務を遵守し、責任ある行動をと
る
患者の安全・安楽を守る
患者・家族の人権を尊重する
②  IC時の看護
師の倫理的
行動
IC前の患者の状態を把握する
IC時に同席し、必要な支援をする
IC後の患者の理解が促進するよう支
援する
十分な時間を確保し、説明する
③ 外来看護師
独自の倫理
的行動
プライバシーに配慮するために、環境
を整備する
患者情報の漏えいを防止する
短時間で効率的に対応する
限られた時間の中で関係の形成をする
外来通院開始時から関係形成を行う
④ 看護師に求
められる基
本的倫理行
動
相手を尊重して関係を形成する
患者に不利益を生じさせないように
行動する
倫理的感受性をもって意識的に行動
する
倫理的視点から常に自己の行動を振
り返る
法的な責任の範囲で看護を提供する
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　４） 目標４
　 　データは127件であり、ここでは4つのカ
テゴリーと 20のサブカテゴリーが抽出され
（表5)、カテゴリーは①『医療者に共通する倫
理的行動』、②『IC（インフォームド・コンセ
ント）時の看護師の倫理的行動』、③『外来看
護師独自の倫理的行動』、④『看護師に求めら
れる基本的倫理的行動』であった。①は＜患
者の意思決定に沿っているか確認をする＞、
＜救急時における治療について患者・家族と
話し合い決定しておく＞、＜MSW、病棟看
護師、医師は家族の意向に合わせた支援を行
う＞等から「患者・家族の意思を尊重して支
援する」や＜自己決定を支えるために十分な
情報を提供する＞、＜自己決定した治療内容
を受け入れられるよう支援する＞等から「患
者が最善の選択ができるように自己決定を支
援する」、「患者の安全・安楽を守る」等の5
つのサブカテゴリーから成り立ち、②は「IC
前の患者の状態を把握する」、「IC時に同席し、
必要な支援をする」、「IC後の患者の理解が
促進するように支援する」等4つのサブカテ
ゴリーから成り立っており、また③は＜不必
要な露出を避け、カーテンやタオルを使用す
る＞、＜プライバシーへの配慮のため個室
空間を使用する＞から「プライバシーに配慮
するために、環境を整備する」、＜患者を番
号で呼ぶ＞等の「患者情報の漏えいを防止す
る」、「短時間で効率的に対応する」等の5つ
のサブカテゴリーから成り立っていた。④は
「相手を尊重して関係を形成する」や＜患者家
族にとって負担が最小限になる計画を立案す
る＞、＜看護の実践時には適切な知識、技術
で行う＞等の「患者の不利益を生じさせない
ように行動する」、＜日ごろから意識して行
動する＞、＜倫理的感受性を持った倫理行動
をする＞等の「倫理的感受性をもって意識的
に行動する」や「倫理的視点から常に自己の行
動を振り返る」等の5つのサブカテゴリーか
ら成り立っていた。　　　　　　　　
Ⅶ．考察　
１ ．継続看護を学習するための多様な外来場面
への学生配置の必要性
　外来看護師は、外来部門、すなわち一般診療
外来部門や検査や治療・処置部門、専門的な指
導や相談等の部門に配置されている。今回は見
学実習に同意の得られた多様な部署に配置でき
た。これまでの研究報告等では、一般診療場面
や化学療法等の継続治療場面、地域連携室での
学習の場面（西留ら，2013；柴田ら，2015)であっ
たが、今回はさらに多くの場面で学習していた。
特に多職種連携が直接的に学習できるカンファ
レンスの具体的場面に立ち会っていた。荒ら
(2016)と同様に入退院センターや専門外来（HIV
外来、ストーマ外来）や皮膚排泄ケア・糖尿病
指導などの看護場面も見学できていたが、その
他、患者・家族の相談場面や患者のプライバシー
を配慮する場面などでも学習できていた。また、
カルテ・診断書やサマリーなど診療記録を閲覧
することによって、継続看護のために必要な連
携ツールを具体的に学習していた。今回、一部
の専門分野の外来でなく、多様な場面に学生を
配置したことで、外来部門の看護師間・多職種
間の連携、地域連携室の地域との連携、診療・
治療部門におけるカンファレンス等から一貫し
た看護の継続性を示す継続看護の現状を学習で
きたと考える。
２ ．継続看護実習で学習した多職種連携におけ
る外来看護師の役割と独自性
　入院期間の短縮化や外来での治療継続者数が
増加している中、外来看護師は短時間で多種多
様な患者に適切な看護を提供する必要があり、
そのためには受診患者の特徴を理解することが
前提となる。学生は外来を訪れる対象（患者や
家族）を、疾患・年齢やそれぞれの背景によっ
て個別性があり、専門的医療を望んでいること
や不安を抱えながら、受診のために家族との関
係や仕事など様々な生活の調整をつけなければ
ならず、受診そのものに多くの時間を費やし、
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負担を強いられている等と捉えていたことか
ら、外来受診する患者（家族）の特徴を理解する
ことができていたと考える。
　また、看護師の多様な実践場面から具体的な
看護活動を学習していた。まず、目標１では『患
者・家族の意思を尊重し、セルフケア向上に向
けて支援する』として、看護師はセルケアの向
上をめざし、患者の不安を軽減しながら、患者
自らの意思が決定できるように支援し、患者が
生き甲斐を持って、その人らしく地域で生活で
きるように支援していると学習していた。また、
『診察前より患者が安心して受診できるように
医師との調整等環境整備を行う』として、診察
前の病状把握をして医師への橋渡しを行い、患
者が安心・安楽・安全に受診ができる環境の整
備を行いつつ、診療の補助をすること、さらに
は患者の生活状況に合わせて外来受診の調整を
行うことであり、しかもこれら全ての看護活動
は、『短時間に、効率的に院内・外の多職種と
連携し、患者のニーズに応じた看護を行う』と
あるように、患者が受診しているその短時間で
かつ効率的な看護実践を行う必要があり、それ
が外来看護師独自の役割と認識していた。そし
て、看護師は『患者を尊重しながら専門的知識・
技術を提供し、支援』していることも学んでい
た。
　外来看護師は病院内・病院外との連携の要と
なっており、外来看護師の役割がそのまま外来
看護師の独自性あるいは外来看護の独自性と考
え、ここでは、「連携における外来看護師の独
自性」として述べる。前述したように外来看護
師は、短時間で患者・家族の状況を把握し、個々
のニーズに合わせた看護介入をすることが基本
的な役割であり、独自性でもある。しかし、そ
の役割を十分に果たすためには、外来看護師が
継続看護に必要とされる多職種連携の要とし
て、看護師の役割を十分認識した看護活動が求
められる。学生は地域連携における看護師の役
割として、『スクリーニングして一貫したケア
プランを立案する』や『地域連携室や他部門、他
機関と連携調整し、ケアプランに沿って入院か
ら通院までの看護を行う』（目標3）等を学んで
いた。西ら (2013）は在宅看護論実習で継続看護
と捉えた場面を「人々のつながり・情報の関係
性を統合する」、「看護は患者・家族と医師との
思いをつなげる看護師の役割」としている。人々
をつなぎ、情報共有や関係性を形成する役割と
いう点で、今回の学習内容は一致していたが、
ここではさらに看護師が地域との連携を支援
し、多職種との橋渡しやコーディネーター役、
患者の代弁者として、病院内・外の多職種と連
携協働すること等の実践活動を学習し、多職種
連携を病院内のチーム医療連携のみでなく、保
健・医療・福祉の他機関等と連携協働している
ことを地域に視野を拡大して学習をしていた。
これは荒ら (2016)を一部支持した。また、『収
集した情報を多職種に提供し、継続的支援につ
なげる』や『患者の意見を代弁し、多職種との
連携を調整する』、『多職種と連携し、患者の
セルフケア能力を最大限に引出し支援する』等
の学習内容（目標2）から、退院後の生活を見据
え、根拠のある退院支援計画立案の必要性を学
習したと考える。このような学習内容はこれま
でに報告はなく、新たな知見である。必修科目
の「多職種連携論」や「退院支援論」の授業は、少
なくとも多職種連携や退院支援・退院調整を理
解する科目であり、継続看護を学習するための
前提となっていたと考え、今後授業との関連を
より強化していく必要がある。また、継続看護
を実践するために「情報共有」は非常に重要であ
り、『多様な手段を活用して連携する』（目標2）
や『会議や記録等を活用し連携を図る』（目標3）
の学びから、学生は連携の方法や具体的な方法
の実際を見学し、連携ツールの工夫や開発の必
要性、さらには看護師自らが連携支援体制を整
備し、維持する役割を担っていることも認識で
きていた。その上で『多職種連携の課題』として、
学生は連携の限界を認識しつつも、相互の役割
や業務を理解し、患者主体の切れ目ないサポー
ト体制を作ることの重要性を挙げており、継続
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看護における連携の意義を十分理解できていた
と考える。また、外来看護師に求められる能力
として、短時間で専門的知識や技術のみでなく、
高いコミュニケーション能力や観察力・洞察力
のみでなく、倫理的感性を常に磨き、倫理的行
動がとれる能力の重要性理解できていた。特に
IC時の看護師の倫理的行動は、全ての看護師
に通じる内容であり、診断直後に ICを受ける
患者への看護を学べる貴重な機会であり、これ
は外来ならではの学習と考える。
　以上の継続看護実習の学習内容から、学生は
受診する患者の特徴を地域の生活者の視点から
把握し、連携の要としての外来看護師の役割や
独自性を理解しており、概ね実習目標は達成で
きたと考える。
３ ．継続看護を学習する場としての外来看護実
習の位置づけ
　看護基礎教育における臨地実習のほとんど
が、病院や施設に入院（入所）している患者であ
るため、退院後の患者の生活をイメージした看
護はなかなか難しく、より看護の質の向上を目
指して、看護基礎教育も積極的に患者を「生活
者としてとらえる」ことを強調した看護教育に
シフトしてきた（一般社団法人日本看護系大学
協議会 (2018)。個々の患者の入院前や退院後の
生活や状況に応じた看護を実践するためには、
臨地実習に外来看護実習を必修として位置付け
る必要がある。外来看護の重要性が指摘されて
久しいが、実習先の確保のための外来看護実習
が設定されることもあり（小川ら，2002)、これ
までは必ずしも継続看護を意識した実習配置と
は言えず、外来看護実習が実施されていない教
育機関すら存在する。前述したように、これま
での外来看護実習は、各専門分野の実習の一部
として計画実施され、日程も半日から1週間と
多様であり、ほとんどの実習目標はそれぞれの
専門性に特化した学習内容と達成度であり、一
部に継続看護の学習が報告されているのみで
あった。中には継続看護を意識して目標に挙げ
て取り組んだ報告もある（中田，2005；糸井ら，
2013；荒ら，2016)。本学では統合分野に「継続
看護実習」を位置づけ、全専門領域の実習終了
後に実習したことで、学生は総まとめとして患
者の入院から退院後の生活全体を見据えた継続
看護の重要性をより深く学んでいたと考える。
さらに学生は継続看護実習で、日本看護系大学
協議会 (2018)が提唱する各群のコアコンピテン
シー、すなわち「対象の理解」、「ヒューマンケ
アの基本的実践能力」、「根拠に基づいた計画的
な実践能力」、「特定の健康問題に対応する実践
能力」、「多様なケア環境とチーム体制に関する
実践能力」、「専門職として研鑽し続ける能力」
等に匹敵した内容を全般的に網羅して学習して
いると考えられる。このように外来での継続看
護実習はこれらを凝縮した形で学習できる可能
性を秘めており、今後検討されるべき課題と考
える。以上のことから継続看護実習の重要性が
示唆されると同時に、継続看護を学ぶ場として
外来実習の重要性が明確となり、「継続看護実
習」は、今後も本看護学部が統合分野の必修科
目として位置付けていく必要性が確認できた。
Ⅷ．結論
１．学習内容から概ね実習目標は達成できた。
２ ．多様な部門での外来実習は継続看護実習を
学習する場として適切である。
３ ．継続看護実習は統合分野において位置づけ
る必要性が確認できた。
Ⅸ．研究の限界と課題
　今回は、一つの学年で人数も少なく、学生の
レポート内容だけの結果であり、指導体制につ
いて検討していないため、一般化には限界があ
る。今後は指導体制を含め、継続的に学習内容
を検討し、継続看護実習を充実したものにして
いきたい。
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